
平成１７年度の特色について

　

利用状況等 利用者負担(利用料金)等 　

H15 H16 H17 健康診査 各種 　

12,331 13,480 14,511 会議室 各種 健康診査および健康教室の利用状況

※利用料金は、（財）福井県健康管理協会のＨＰを参照してください。

　

　

利用状況の

推移

 

ふくい健康の森
　県民健康センター(1/2)

　平成６年７月の開館以来、県民健康センターの利用者全体数は、着実に増加しております。
　健康診査の利用状況については、開館当初の平成７年度が３，３９９人であったのに対し、平成１７年
度は４，８５８人と増加傾向にありますが、平成１６年度との比較では若干減少しています。
　また、各種健康教室については、平成１６年度から利用促進に向けた取組みの一環として、新たな教
室を新設して、利用者の増を図っています。（平成１６年度　１，５２０人→平成１７年度　３，２５２人）

設置目的達成のために実施している経常的な業務および主催事業等
　・医師、管理栄養士、保健師、健康運動指導士等が、来館者や電話による相談に応じ、
効
　　果的な健康づくりの取組み等を支援しました。
　
　・生活習慣病をチェックする総合的な健康診査や動脈硬化度・骨密度の測定など、県民
　　のニーズに応じた健康診査を提供しました。
　　　受診者数　４，８５８人（対前年比　９１．１％）

　・禁煙教室、クッキング教室、骨密度アップ教室などの県民の要望に応じた教室を開催
し、
    健康づくりに向けた県民の取組みを支援しました。
　　　参加者　３，２５２人（対前年比　２１３．９％）

　・運動障害のための運動機能回復メニューを作成し、機能回復訓練の相談を受けたり、
　　リハビリ教室や機能回復訓練講習会の開催、市町村への派遣事業を実施しました。
　　　参加者　６，０２４人（対前年比　９１．５％）

平成６年７月１日

施設管理主体 （財）福井県健康管理協会

事業実績

健康増進・健康診査施設

概　　　　 要
（構造、面積、主な機能）

鉄筋コンクリート造、地上２階、地下１階、延７，３０６．６７㎡
事務室、業務室、身体測定室、運動指導室、各検診室、栄養教室，研修室、会議室
等

福井市真栗町４７－４８

職 　員　 数

所　 在 　地

設置年月日

施設の種類

職員２６人

利用料金
利用者数（人）

設置の目的 健康で生きがいのある県民生活の確保に資する。

利用者数の推移
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行政コスト計算書（平成1７年度） （単位　千円） バランスシート（平成１８年３月３１日現在） （単位　千円）

総額 構成比 前年比

人件費 0 0.0% - 資　産 前年比 負　債 前年比

退職給与引当金繰入 0 0.0% -

計 0 0.0% -

物件費 334,194 62.2% 102.5%

維持補修費 4,395 0.8% 78.4%

減価償却費 163,733 30.5% 99.7%

計 502,322 93.5% 101.3%

公債費（利子） 35,150 6.5% 49.4% 計 2,166,890 92.9% 計 2,166,890 92.9%

その他 0 0.0% - 施設の特徴

計 35,150 6.5% 49.4%

合　　　計 537,472 100.0% 94.8%

（単位　千円） （前年比）

収入 利用料等収入 138,553 25.8% 93.6% 93.6%

その他収入 1,255 0.2% 98.4% 86.9%

一般財源 397,664 74.0% 95.2% 88.0% 今後の課題

取組み内容

ふくい健康の森
　県民健康センター(2/2)

バランスシート、
行政コスト計算書の特色
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利用者１人あたり平均利用料

0
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利用者１人あたりコスト

92.9%

-

9,548 円 

固定負債

986,879正味資産

　緑豊かな自然の中で、県民の健康づくりの拠点としての役割を果たしていま
す。

　受診者のニーズに応じた健康診査のメニューの提供により、年間約５，０００
人の県民に健康診査を実施し、生活習慣病の早期発見、早期治療に寄与して
います。

　医師や栄養士等の専門職員が、健康づくりに関する相談に無料で応じるとと
もに、早朝ウォーキング教室、禁煙教室、機能回復訓練講習会など、健康づく
りに関する各種教室などを開催し、利用者の体力や健康状態に応じた健康づく
りに寄与しています。

　平成６年度の開館以来、毎年約１万３千人に利用されています。

　今後、健康の森内の他施設と連携を密にし、利用者の増や経費の縮減など、
より効率的な管理運営を図る必要があります。

　近接する生きがい交流センターやけんこうスポーツセンターの施設および機
能を最大限に活用し、その効果的な連携や共同事業を行うことにより、より一
層の利用促進と経費縮減を図ります。　
　

　今後もより多くの方に利用していただけるよう、県民ニーズを的確に捉えた事
業を企画・実施していきます。

　平成１７年度から早朝ウォーキング教室、減量体験教室、骨密度アップ教
室、女性の健康づくり教室等を新設し、利用者の増加を図っています。

　県民健康センターを活用した健康長寿に関したイベントを開催し、地域住民
に施設のＰＲを行っています。

　平成1８年度からは、健康の森の他の施設と一体として、指定管理者制度へ
の移行を行っており、より効果的で効率的な管理運営を行っています。

借方

今後の事業
方針

利用料等収入計 138,553,000 円 

37,039 円 

貸方

　
　（財）福井県健康管理協会への管理委託を行っているため、県の委託料として全て物件費に計上
しています。
　
　有形固定資産のうち、建物が１９億２，５５６万円と８８．９％を占めています。
　その他は、検査・医療機器が大半（１０．９％）を占めます。
　
　利用料等収入は、健康診査に係る検査料および健康教室受講料の収入です。
　
　健康教室参加者等の利用者が前年に比べて増加（１０７．６％）しましたが、健康診査受診者が減
少（９１．０％）したため、全体の利用料等収入が減少（９３．６％）しました。このため、コスト縮減に
努めた結果、利用者1人当たりのコストは減少（８８．０％）しました。

利用者１人あたりのコスト負担の状況
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